
  月 号

●由良町の人口と世帯（　）前月比　人口 6,318（－  20）　男 3,072（－   6）　女 3,246（ －  14）　　世帯数 2,753（+  161）( 平成 27 年 1 月末現在 )

2015
３

ＮＯ . ２９８　　
発行　由良町総務政策課

和歌山県日高郡由良町大字里１２２０番地の１
TEL　０７３８－６５－０２００
ホームページアドレス
http://www.town.yura.wakayama.jp/
『防災無線』電話で確認サービス（無料）　

ＴＥＬ　０１２０－００－１６８７

広報

２
３

４～６
７

８～９
１０
１１
１２

今月号の主な内容
◎白崎すいせん祭りボランティア活動　ほか
◎障害年金を受けている方へ　ほか
◎由良町職員の給与・定員管理等の現状
◎３月は「自殺対策強化月間」です
◎文芸コーナー
◎後期高齢者医療制度にご加入の皆さまへ　ほか
◎由良町３月カレンダー
◎ジュニアリーダー育成事業「雪国体験」　ほか

ジュニアリーダー育成事業「雪国体験」
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白崎すいせん祭りボランティア活動

1 月 25 日（日）に「和歌山県立白崎青少年の家」で第 12 回「白崎すいせん祭り」が開催され、
8 名のジュニアリーダーがボランティア活動に参加しました。ピザ作り体験や軽スポーツ、おもしろ
サイエンスなどのコーナーで受付や竹とんぼ作りなどの指導を行いました。

１月 25 日（日）に白崎海洋公園を発着とする、由
良町観光協会主催の「由良町水仙ウォーキング」が開
催されました。

エクササイズインストラクター居馬渚氏指導のも
と、由良町健康づくり体操で体を温めた後出発しまし
た。道中は、ゆら語り部クラブの大野治氏の案内によ
り、折り返し地点となる白崎青少年の家にある水仙の
群生地を目指しました。見頃を迎えた水仙を観賞し、
ウォーキングの後には、生ワカメの刈取り体験も行わ
れました。

当日は、天候にも恵まれ大好評でした。
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これまで障害年金を受けている方の障害の程度が増進した場合、その前の障害状態の確認等から
１年の待機期間を経た後でなければ年金額の改定請求ができませんでしたが、現在は、法律等に定
められた障害の程度が増進したことが明らかである場合には、１年を待たずに請求することができ
ます。　

　詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）又は田辺年金事務所（ＴＥＬ
０７３９－２４－０４３２）までお問い合わせください。

障害年金の額改定請求が 1年を待たずに請求できるようになっています

◎特別児童扶養手当とは
児童の健やかな成長を願って、障害のある児童を家庭において監護している父もしくは母、又
は父母に代わってその児童を養育している方に対して支給される手当で、児童の福祉の増進を図
ることを目的としています。

○特別児童扶養手当を受けることができる方
20 歳未満で身体や知的、又は精神に中程度以上の障害もしくは長期にわたる安静を必要とす

る病状にある児童を監護している父もしくは母、又は父母に代わって児童を養育し、主として対
象児童の生計を維持している方。

○手当の額と支払日
請求した日の属する月の翌月分から支給され、年３回（４月、８月、

12 月）、支払日の前月までの分が支払われます。　

　１級　４９，９００円（月額）
　２級　３３，２３０円（月額）

支給日

○手当支給の所得による制限について
手当の額は、受給者・配偶者・生計同一の扶養義務者の所得による制限があります。また、前

年の所得が一定額以上の方は、その年度（８月から翌年７月まで）の手当が支給停止になります。

特別児童扶養手当をご存知ですか？

詳しいことについては、住民福祉課（ＴＥＬ６５－０２０１）までお問い合わせください。

４月 11 日 （12 月～３月分）
８月 11 日 （４月～７月分）

12 月 11 日 （８月～ 11 月分）
※支払日が、土、日、祝祭日のときは、　　
　繰り上げて支給されます。

障害年金を受けている方へ
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由良町職員の給与・定員管理等の現状
　由良町では、住民福祉の向上や豊かな町づくりなどのために、いろいろな事務・事業を行っています。
　これらの仕事に携わっている町職員の給与・定員管理等の現状を知っていただくために、その内容につ
いてお知らせしていますが、今回の内容は、平成 26 年４月１日現在の状況を中心にしています。

区  分 職員数　Ａ
給    与    費 １人当たり給与費

給  料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ （Ｂ／Ａ）

25 年度 人 千円 千円 千円 千円 千円
61 248,410 29,409 86,289 364,108 5,969

区  分 住民基本台帳人口 歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ
人件比率

（Ｂ／Ａ）

（参考）
24 年度の
人件比率

25 年度
（平成 26 年 3 月 31 日現在）

6,433 人
千円

4,490,555
千円

104,418
千円

652,594
％ ％

14.5 16.9

区        分 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
（国ベース）

平均年齢

由良町 282,434 円 321,508 円 305,839 円 39.5 歳
国 335,000 円 － 408,472 円 43.5 歳

区          分 由   良   町 国

一般行政職 大学卒 174,200 円 総合職（大卒） 181,200 円
一般職（大卒） 174,200 円

高校卒 142,100 円 142,100 円

区　　　分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な職務内容
公室長 
参　事 

会計管理者

課　長 
企画員 

会計管理者

副課長 
班長 

企画員

班長
総括主任 

主任

主事 
技師

主事 
技師

職　員　数 2 人 5 人 7 人 16 人 6 人 16 人 52 人
構　成　比 3.8% 9.6% 13.5% 30.8% 11.5% 30.8% 100.0%

参考
区分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

１年前の構成比 3.8% 7.5% 15.1% 35.9% 13.2% 24.5% 100.0%
５年前の構成比 1.9% 11.3% 13.2% 41.5% 7.6% 24.5% 100.0%

１　人件費の状況（普通会計決算）

（注）　人件費は、特別職に支給される給料及び報酬を含んでいます。

２　職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）　職員手当には、退職手当は含まれていません。

（注）　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（注１）　「平均給料月額」とは、平成 26 年 4 月 1 日現在における職員の基本給の平均です。
（注２）　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ
　　　　ての諸手当の額を合計したものです。
　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手
　　　　当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

（一般行政職）
３　職員の平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 26 年４月１日現在）

４　職員の初任給の状況（平成 26 年４月１日現在）

５　一般行政職の級別職員数の状況（平成 26 年４月１日現在）
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（注）　退職手当については、県内市町村で構成している退職手当事務組合の状況を記載しています。

６　職員手当の状況
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５年前の構成比１年前の構成比平成 26 年の構成比

区　分 由　良　町 国

期末手当
勤勉手当

（平成 25 年度） （平成 25 年度）
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

  6 月期 1.225 月分 標準 0.645 月分
（成績に応じて 1.35 月分の範囲内）

６月期 1.225 月分 標準 0.645 月分
（成績に応じて 1.35 月分の範囲内）

12 月期 1.375 月分 標準 0.645 月分
（成績に応じて 1.35 月分の範囲内）

12 月期 1.375 月分 標準 0.645 月分
（成績に応じて 1.35 月分の範囲内）

　計   2.60 月分　　　　　 1.29 月分 　計   2.60 月分                  1.29 月分
職制上の段階職務の級等による加算措置              有 職制上の段階職務の級等による加算措置          　有

退職手当 
（平成 26 年
4 月 1 日現在）

　　　( 支給率）     自己都合 定年 　　　( 支給率）           自己都合        定年
　　勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分 　　勤続 20 年   21.62 月分          27.025 月分
　　勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分 　　勤続 25 年   30.82 月分          36.57 月分
　　勤続 35 年 43.  7 月分 52.44 月分 　　勤続 35 年   43.  7 月分          52.44 月分
　　最高限度額 52.44 月分 52.44 月分 　　最高限度額   52.44 月分          52.44 月分
その他の加算措置               定年前早期退職特例措置
                                                  （2％～ 20％加算）

その他の加算措置            定年前早期退職特例措置
                                                （3％～ 45％加算）

退職時特別昇給
１人当たり平均支給額

なし
20,027 千円

退職時特別昇給 　　　　　　なし

特殊勤務手当
（平成 25 年度）

区　　　　分
職員全体に占める手当支給職員の割合 0.0%
支給対象職員１人当たり平均支給年額（平成 25 年度決算） 0 

手当の種類 防 疫 手 当
死 亡 人 取 扱 手 当

時間外勤務手当
25 年度 　支　給　総　額 10,413 千円

　職員１人当たり支給年額 　　145 千円

24 年度 　支　給　総　額 7,808 千円
　職員１人当たり支給年額 　99 千円

区　　分 内　　　　　　　              容
扶養手当 
（月額）

　配偶者は、13,000 円。配偶者以外の扶養の親族は、１人当たり 6,500 円（配偶者の
ない職員の扶養親族には、１人目 11,000 円。）満 16 歳の年度初めから満 22 歳の年度
末までの扶養親族たる子には、１人につき、5,000 円加算されます。国と同じ。

住居手当 
（月額）

　月額 12,000 円を超える家賃を支払っている職員に対して、家賃に応じて最高 27,000
円が支給されます。国と同じ。

通勤手当 
（月額）

　交通機関利用者は、その運賃相当額が支給されます。（最高 55,000 円です。）交通用
具使用者には、片道２㎞以上である時、その超える距離１㎞毎に 500 円を 2,500 円に
加算した額が支給されます。（最高 20,000 円です。）

(%)

1 級　30.8%

2 級　11.5%

3 級　30.8% 3 級　35.9% 3 級　41.5%

4 級　13.5%

5 級　9.6%

6 級　3.8% 6 級　3.8% 6 級　1.9%

5 級　7.5% 5 級　11.3%

4 級　15.1% 4 級　13.2%

2 級　13.2%
2 級　 7.6%

1 級　24.5% 1 級　24.5%
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７　特別職の報酬等の状況（平成 26 年４月１日現在）

８　部門別職員数の状況と主な増減理由 ( 各年４月１日現在）

９　定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

区　分 給料月額 期末手当 区　分 報酬月額 期末手当

町　長
副町長

700,000 円
590,000 円

（25 年度支給割合）
　   6 月期　1.225 月分
　12 月期　1.375 月分

　　　　計       2.60 月分

議　長
副議長
議　員

300,000 円
250,000 円
230,000 円

（25 年度支給割合）
６月期　1.225 月分

12 月期　1.375 月分
計　   2.60 月分

職員数 対前年
増減数

主な増減理由平成 25 年 平成 26 年

一般行政部門

議会
総務
税務
民生
衛生
農林水産
商工
土木

2
16

6
19

4
6
1
6

2
14

6
12

5
6
1
6

0
▲ 2

0
▲ 7

1
0
0
0

退職不補充

保育士退職不補充による減
勤務条件の改善のための増

小計 60 52 ▲ 8
特別行政部門 教育 10 10 0

公営企業等会計部門

水道
下水道
その他

4
5
6

4
5
6

0
0
0

小計 15 15 0
合　　計 85 77 ▲ 8

（注）　職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、 
　　　臨時又は非常勤職員を除いています。

（注）　減員は、各年 3 月 31 日までの定年退職者及び早期退職者の数です。
　　　増員は、各年 4 月 1 日の新規採用者の数です。職員数は、各年 4 月 1 日現在の数です。

○数値目標

○進捗状況（実績）

区分 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 計

一般行政 
特別行政 
公営企業

減員 5 3 7 5 5 4 29
増員 3 4 5 3 3 4 22
差引 ▲ 2 1 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 0 ▲ 7

職員数 85 83 84 82 80 78 78 78

（注１）　減員は、平成 26 年 3 月 31 日までの定年退職者及び早期退職者の数です。
　　　　職員数は、各年 4 月 1 日現在の数です。

（注２）　（　　%）内の数値は、数値目標に対する進捗率です。

区分 平成 17 年
平成 18 年～
平成 23 年

平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 計

一般行政 
特別行政 
公営企業

減員 37 5 3 14 59
増員 22 3 4 6 35

差引
▲ 15 ▲ 2 1 ▲ 8 ▲ 24

（100.0％）
職員数 100 85 83 84 76 76
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３月は 「自殺対策強化月間」 です

平成 25 年度の全国の自殺者数は 27,283 人で、わが国において自殺者数は高止まりが続いてお
り、深刻な社会問題になっています。由良町でも毎年数人の方が、自らの尊い命を絶たれています。
国では、自殺者数の多い３月を「自殺対策強化月間」と定めています。自殺は本人の意思なので他
人には止めることができないと思われがちですが、周りの人の心配りで未然に防ぐこともできます。
自殺対策強化月間をきっかけに、自分にできることを考えてみましょう。

＊自分自身にできること
悩みやストレスなどで辛い時は、１人で抱え込まずに誰かに相談しましょう。身近な人に話すと

閉じ込めていた思いを打ち明けることができてほっとしたり、自分１人では気付かなかった問題点
を見つけたりすることができます。相談する相手は、かかりつけ医や家族、友人や同僚など、自分
にとって身近な人で良いのです。まずは信頼できる人に打ち明けてみましょう。

＊身近な人にできること
こころの病気は本人に自覚がないことも多いため、周囲の人が気付いてあげることが大切です。

まずは、「どうしたの？」とひと声かけてみましょう。また、相談を受けた場合は、こちらからの助
言や結論を急がずに、話の内容をじっくり聴いてあげましょう。

☆身近な人のこんなサインに注意☆
・口数が減って元気がない
・孤立している
・「消えてしまいたい」「死んだら楽になる」などと口にする
・大量のお酒を飲むようになる
・自分の健康を省みない

＊専門医への受診の勧め方
かかりつけ医から専門医への受診を勧めてもらうと抵抗が少ないものです。それでも本人がどう

しても受診を拒む場合は、まずは家族や周囲の人だけでも専門医や専門機関へ相談してみてくださ
い。対処法などの指導を受けることができます。

どこに相談したらいいか分からない場合は、住民福祉課保健師（TEL ６５－０２０１）にお尋ね
ください。

＊ストレスに上手に対処しましょう
社会生活を送る上で、ストレスがかかるのは仕方のないことです。大切なのは、ストレスを溜め

込まず、うまく付き合っていくことです。自分の好きなことに没頭したり、リラックス法を確保し
たり、人とのコミュニケーションの取り方を工夫したり、物の見方・考え方を変えたりと、自分に合っ
た方法で上手に発散しましょう。
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公
民
館
最
新
購
入
図
書
案
内

中
央
公
民
館

●
一
般
図
書

・「
い
そ
ぶ
え
」　　
　
　
　
　
　
　
　

谷
村
志
穂　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

・「
ブ
ル
ー
ス
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
木
紫
乃　

文
芸
春
秋　

・「
冬
を
待
つ
城
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部
龍
太
郎　

新
潮
社

・「
５
人
の
ジ
ュ
ン
コ
」　　
　
　
　
　
　
　

真
梨
幸
子　

徳
間
書
店

・「
岳
飛
伝　
（
１
～
11
）」　　
　
　
　
　
　

    

北
方
謙
三　

集
英
社

●
児
童
図
書

・「
い
い
か
ら
い
い
か
ら
」　　
　
　
　
　
　

長
谷
川
義
史　

絵
本
館

・「
ね
ず
み
さ
ん
の
な
が
い
パ
ン
」　　
　

多
田
ヒ
ロ
シ　

こ
ぐ
ま
社

・「
て
ぶ
く
ろ
チ
ン
ク
タ
ン
ク
」　　

き
も
と
も
も
こ　

福
音
館
書
店

※
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
最
近
購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

東
京
五
輪
を
見
る
ま
で
生
き
よ
と
八
十
五
歳
の
義あ

ね姉
は
元
気
を
呉
る
る

猿
さ
へ
も
仲
間
の
命
を
救
ふ
た
め
あ
の
手
こ
の
手
を
尽
く
し
ゐ
る
画
像

柔
ら
か
く
乾
き
し
大
根
一
、二
、三
、
く
の
字
へ
の
字
に
曲
げ
て
漬
け
た
り

忘
れ
た
き
こ
と
一
つ
あ
り
風
強
き
朝
風
車
を
た
だ
眺
め
ゐ
し

あ
ら
た
ま
の
年
の
初
め
の
常
な
ら
ぬ
雪
ぞ
吉
事
の
験
な
る
ら
む

身
に
し
み
る
雪
の
カ
ー
テ
ン
迫
り
く
る
ポ
ン
カ
ン
採
り
急
く
無
言
の
ま
ま
に

何
が
な
し
夕
闇
の
庭
に
出
で
く
れ
ば
身
に
し
み
と
ほ
る
歳
晩
の
風

し
ら
じ
ら
と
明
け
ゆ
く
空
を
見
上
ぐ
れ
ば
名
残
り
惜
し
げ
の
上
弦
の
月

三
年
の
連
続
日
記
六
冊
目
一
人
居
の
永
き
吾
の
道
し
る
べ

事
多
き
年
な
り
し
か
ど
恙
が
無
く
大
根
漬
け
て
十
二
月
尽

霜
枯
れ
に
花
も
実
も
な
き
梢
に
も
冬
日
を
あ
び
て
鵯
の
飛
び
交
ふ

真
ん
丸
く
剪
定
さ
れ
し
山
茶
花
に
あ
ま
た
花
咲
き
大
き
薬
玉

吾
と
同
じ
う
ま
年
に
し
て
男
の
子
な
る
曾
孫
生
れ
て
歳
明
け
む
と
す

ち
は
や
ぶ
る
神
の
御
前
と
額
づ
く
に
あ
り
の
ま
ま
に
は
あ
ら
ざ
り
し
我

老
は
言
ふ
紅
白
歌
合
戦
に
演
歌
減
り
年
末
の
た
の
し
み
う
す
れ
て
ゆ
く
と

み
す
ず
か
る
信
濃
の
国
の
宝
玉
ぞ
送
ら
れ
て
来
し
甘
き
リ
ン
ゴ
は

新
春
を
言
祝
ぎ
集
ひ
睦
ぶ
孫
ら
そ
れ
ぞ
れ
我
が
道
展
き
ゆ
く
ら
し

雨
上
り
静
か
な
る
午
後
北
風
の
ゆ
る
ゆ
る
吹
き
て
少
し
淋
し
き

寺

井

大

西

細

川

竹

中

山

下

浜

田

二
本
松

小

川

中

家

寺

井

大

西

竹

中

二
本
松

山

下

中

家

細

川

浜

田

小

川

 

由
良
短
歌
会　
一
月
詠
草　
　

冴

子

克

恵

ミ
チ
ヨ

貞

子

清

美

順

子

せ
つ
子

玲

子

か
よ
子

冴

子

克

恵

貞

子

せ
つ
子

清

美

か
よ
子

ミ
チ
ヨ

順

子

玲

子

衣
奈
会
館

白
崎
会
館

・「
１
％
の
力
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
實　

河
出
書
房

・「
安
倍
官
邸
の
正
体
」　　
　
　
　

岡
崎
史
郎　

講
談
社
現
代
新
書

・「
サ
ラ
バ　
（
上
・
下
）」　　
　
　
　
　
　
　

西
加
奈
子　

小
学
館

・「
九
年
前
の
祈
り
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
正
嗣　

講
談
社

・「
悲
嘆
の
門　
（
上
・
下
）」　　
　
　

宮
部
み
ゆ
き　

毎
日
新
聞
社　

・「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
バ
ス
」　　
　
　
　
　

伊
吹
有
喜　

文
芸
春
秋　

・「
九
年
前
の
祈
り
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
正
嗣　

講
談
社

・「
た
く
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
ひ
つ
じ
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
は
な
は
る
か　

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
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「

祈

る

」

初
詣
こ
の
一
年
の
無
事
祈
る

今
日
の
無
事
皆
ん
な
で
祈
る
家
族
愛

左
足
今
日
も
動
け
と
祈
り
ま
す

寄
り
そ
っ
て
祈
る
言
葉
を
伝
え
た
い

祈
り
ご
と
両
手
合
わ
せ
て
え
び
す
顔

毎
日
の
無
事
を
祈
っ
て
手
を
合
わ
す

幸
せ
を
祈
る
私
は
丸
い
腰

ス
タ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
早
く
祈
り
ま
す

元
旦
に
家
族
の
無
事
を
ま
ず
祈
り

地
震
か
ら
祈
り
続
け
て
二
十
年

手
を
合
わ
せ
今
日
一
日
を
幸
せ
に

き
か
ぬ
手
が
良
く
な
る
様
に
祈
っ
て
る

無
宗
教
正
月
だ
け
は
祈
り
た
い

追
悼
の
祈
り
捧
げ
る
二
十
年

今
い
ち
ば
ん
世
界
の
和
平
祈
る
時

世
界
じ
ゅ
う
仲
良
く
し
て
と
祈
る
日
々

平
和
へ
の
祈
り
を
こ
め
て
第
九
聞
く

戦
勝
を
祈
り
日
参
百
段
を

お
心
を
寄
せ
て
陛
下
は
祈
ら
れ
る

願
い
事
神
社
を
変
え
て
又
祈
る

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

海
風
に
十
日
戎
の
旗
の
音

嫁
ぎ
き
て
村
に
仐
寿
の
お
正
月

曽
孫
の
賀
状
「
結
婚
式
ま
で
生
き
て
て
ね
」

悴
み
し
手
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
押
す
天
狗
舞

停
ま
れ
ば
陽
だ
ま
り
と
な
る
冬
帽
子

悴
む
を
知
ら
ぬ
マ
ネ
キ
ン
人
形
立
つ

一
月
が
う
ご
き
て
呼
吸
整
へ
り

一
年
の
重
み
焼
か
る
る
古
暦

若
水
や
顔
を
洗
ひ
て
ひ
と
の
び
す

マ
ス
ク
し
て
目
の
み
世
間
と
繋
が
り
し

目
出
た
さ
を
重
ね
て
今
日
の
初
句
会

常
緑
樹
深
き
参
道
初
詣

悴
み
て
釣
果
の
武
鯛
捌
き
を
り

鎮
座
し
て
厨
の
主
や
沢
庵
石

悴
ん
で
釣
れ
る
気
配
の
な
き
岩
場

省
み
る
こ
と
多
か
り
し
古
日
記

晩
年
の
集
ひ
ぜ
ん
ざ
い
七
日
正
月

伊

藤

上

出

上

本

大

野

片

山

北

岡

小

谷

小

山

高

橋

竹

中

田

淵

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

柳

岡

吉

村

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

登
喜
子

郁

子

お
さ
む

綾

子

ゆ

み

か
お
り

ひ
と
み

義

巳

桃

代

佳

根

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

百
合
江

美
恵
子

充

明

義

巳

恒

子

枝
美
子

清

美

マ
サ
子

恭

子

き
よ
み

豊

子

文

香

美
智
子

安

子

治

郎

小
夜
美

進

美

幸

代

正

子

美
千
代

き
よ
み

克

己

井

上

高

橋

岡

本

中

﨑

白

山

森五

嶋

井

口

田

代

中

崎

礒

嵜

山

﨑

貴

志

中

口

坂

口

中

塚

宮

井

礒

嵜

山

下

谷

中
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詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。

詳しいことについては、和歌山県後期高齢者医療広域連合（ＴＥＬ０７３－４２８－
６６８８）までお問い合わせください。

後期高齢者医療制度にご加入の皆さまへ

平成 27年度　後期高齢者医療の健康診査のご案内
生活習慣病の早期発見のため、健康診査を受けましょう。
対象の方には、５月下旬に受診券を直接お送りします。
（受診券発行の申込みをする必要はありません。）

■検査項目　　【基本項目】
　　　　　　　　問診、計測（身長、体重、BMI）、血圧測定、診察、
　　　　　　　　血液検査（脂質、肝機能、代謝）、検尿
　　　　　　　【医師が必要と判断した方への追加項目】
　　　　　　　　貧血検査、心電図検査、眼底検査
■実施期間　　　平成 27 年６月１日～平成 28 年２月 29 日
■自己負担　　　６００円
■実施場所　　　受診券に同封する一覧表に記載された医療機関

○ 既に同様の検査を受けている場合は、受ける必要はありません。
○ 生活習慣病の治療などで定期的に医療機関を受診している方は、主治医に相談してください。

町税の納期限 国民健康保険税　第 10期 3月 31日 ( 火 )

使用していない原付等の廃車手続きはお済みですか？
１２５cc 以下の原動機付自転車及び小型特殊自動車は、4 月 1 日時

点で登録されていますと、使用していなくても 1 年分の税金がかかりま
す。

廃車手続きの方法は、税務課に廃車申告書を提出し、同時にナンバー
プレートを返還していただく必要があります。なお、手続きの際には、
印鑑と運転免許証等本人確認できるものが必要となりますのでご注意
ください。

また、原付等が盗難・紛失に遭われた場合は、警察へ盗難届を提出し、
税務課に盗難届の受理番号、警察署名、提出日をお知らせください。
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由良町 3 月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日

・介護保険料第９
期、 後 期 高 齢 者
保険料第８期分
納期限

・国民健康保険税
第９期納入期限

・健康相談　
　（衣奈会館）
・エクササイズ教室
（中央公民館）

・育児相談
   ※子育て支援セ

ンター（ゆらこ
ども園内）

・健康相談
　（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

８日 ９日 10 日 11 日 12 日 13 日 14 日

・由良中学校卒業式 ・エクササイズ教室
（中央公民館）

・４か月、10 か月
児健診（白崎会館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

15 日 16 日 17 日 18 日 19 日 20 日 21 日

・エクササイズ教室
（中央公民館）

・２歳６か月児歯科
健診（白崎会館）

・粗大ごみ（門前・里）

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

22 日 23 日 24 日 25 日 26 日 27 日 28 日

・小学校卒業式 ・エクササイズ教室
（中央公民館）

・ 第 47 回 老 人 ペ
タンク大会

   （町民運動場）
・粗大ごみ（大引）

・ゆらこども園　
卒園式

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

29 日 30 日 31 日 4 月１日 4 月２日 ４月３日 ４月４日

・介護保険料第 10
期、 後 期 高 齢 者
保険料第９期分
納期限

・国民健康保険税
第 10 期納入期限

可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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「文化財防火デー」（毎年１月 26 日）に合わせ１
月 26 日（月）に興国寺で日高広域消防事務組合、
由良町消防団及び興国寺自衛消防団による総合消防
演習を実施しました。消火器による消火の実演習を
行い、また、６基の放水銃から本堂に向けて放水し、
水源からの消火の手順を確認しました。

興国寺で放水訓練　～第６１回文化財防火デー～

2 月 6 日（金）から 3 日間の日程で岐阜県郡上高原スキー場において『雪国体験』を実施しました。
研修には、町内の小学 6 年生から中学 2 年生の児童生徒 17 名が参加しました。

子ども達は、集団生活を体験するとともに、スキーの基礎を学びました。
また、由良町商工会青年部の方々によるレクリエーションや「ふるさと由良」について語り合う

など有意義な時間を過ごしました。

ジュニアリーダー育成事業『雪国体験』


